
概要説明書

○地方創生先行型としての事業の概要

○地方創生先行型に関する現状・課題等

（※）の目標と方向性は、平成27年9月時点での町素案

特記事項
（事業の沿革等）

町における
類似事業

基本的方向性
　　　　　　　（※）

先行型としての
事業名称

　◆結婚から子育てまでの切れ目ない支援を行うとともに、子どもたちが笑顔で過ごせる環境
　　　整備を進めます。
　◆子どもたちが確かな学力を身につけるための環境整備を進めるとともに、学校・家庭・地域
　　　全体で子どもを育て・見守る社会をつくります。
　◆仕事と子育てを両立できるための地域社会をつくります。

基本目標（※） 　Ⅲ　子育て世代が安心して子どもを産み育てやすい環境をつくります

担当課名子育て世帯防災安心対策事業 危機管理課

総合計画第2次
実施計画における

位置付け

効果検証の
方法、体制等

　（仮称）寒川町まち・ひと・しごと創生総合戦略策定等外部委員会において、
個々の事業について検証を実施します。

検証の時期

平成28年3月
（予定）

目　的
　働く親が安心して子どもを育てられるように、子育て世帯に対し防災意識の高揚を図るため、子
育て世帯防災対策講習会を開催し、日頃の備えの重要性を周知するとともに、災害への不安を
軽減し、安心して子育てができる環境づくりを推進します。

概　要
　①子育て世帯防災対策講習会の開催
　②防災意識の高揚を図るための広報経費

ＫＰＩ 　自助の観点から幼児に対する災害の備えをしている子育て世帯の数 ： ５０％
目標年月

平成28年3月

体系コード 3313-01　防災資機材等充実事業

現時点での
状況・課題

　子育て世代を対象にした「防災ハンドブック」や、乳幼児がいる家庭に必要となる非常食や心構
えを記載したチラシ・ポスター、災害時に子どもに大きな影響を与えかねない食物アレルギーへ
の備えを記載したチラシ・ポスターを作成した。また、幼児用非常食として、町内にある保育園・
幼稚園等に在籍する園児数分の保存用ビスコを購入した。
　作成したハンドブックやポスター・チラシを配布することで、子育て世代を中心とした町民が防災
について考える機会を提供し、防災意識の向上について、共通の認識を持って取り組むことがで
きると考える。
　また、これまで防災についてあまり積極的でなかった子育て世代に防災について考えるきっか
けを作ることができた事についてメリットがあったと考えるが、今後においても更なる啓発活動が
必要と考える。

課題を踏まえた
今後の方針

　保存用ビスコについては、町内保育園・幼稚園等に配付予定だが、各園の防災意識の向上を
図るため、園児又は園の職員に向けた講習会等を併せて実施することを検討中。
　また、今回作成したハンドブックやポスター・チラシについては、今後開催する子育て世代を対
象とした講習会にて使用・配布する予定であるが、それ以外にも町で行われる他のイベントや各
団体の依頼等により広く配布し、子育て世代を中心に町民が防災について考える機会を提供し
ていく。

子育て支援センター防災についての講演「まちの防災対策」（平成２６年度実施）

比較参考値
（他自治体の
状況・ベンチ
マーク等）

・子ども中心とした防災訓練の実施（茅ヶ崎市）
・自治会等でセミナーの開催（藤沢市）
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概要説明書

○平成27年度実施計画 (単位：千円)

(a)

× 0.1 人

※色つきのセルが、地方創生先行型に該当する部分です。

防災講習会「子育て家庭
の防災対策」の実施

作成したハンドブック等を使用して、子育て
家庭を対象とした講習会を開催し、日頃の
備えの重要性を周知するとともに、災害へ
の不安を軽減し、安心して子育てができる
環境づくりを推進する。

◆子どもの命を守ることを目的に子育て家
庭を対象としたハンドブックを作成し、講習
会等で配付することで子育て家庭の災害へ
の不安を軽減すると共に、防災意識の高揚
を図ることで、安心して子育てができる環境
づくりを整備する。
　　ハンドブック　＠162×3,000冊
◆乳幼児に関する災害時の備えや、災害時
におけるアレルギー食対策についてのポス
ター、チラシを作成し、災害時の備蓄品等に
ついての意識啓発を図る。
　　ポスター　＠1,080×100枚
　　チラシ　＠16.2×3,000枚

防災ハンドブック、ポス
ター・チラシの作成と掲
示・配布による防災意識
啓発

548643

第2次実施計画上の事業に係る費用の合計
(a)+(b)

13,910

（国庫補助金）

町内各園に幼児用災害時非常食（保存用ビ
スコ）を対象園児数分配付することで、各園
の防災意識の高揚を図ると共に、災害時に
おける備蓄品等の整備を推進する。
　　＠9,990×50箱（60食入／箱）

幼児用災害時非常食整
備

平成27年度
計画額

13,235

500

上記合計額のうち、地方創生先行型に係る費用の計（人件費は除く）

充当予定額
（その種類）

8,171

159

152

事務 詳細内容

災害備蓄品等の購入

1,143

平成27年度人件費予想額

平均給与額（H26）

＠6,749千円
(b)

675

800

主な事務の内容
とその計画額

計

大規模地震対策特別措置法に基づき地震
警戒宣言が発せられた場合に開催する地
震災害警戒本部の委員へ支払う報酬。
※4人分

2,310

さむかわ中央公園と旭小学校にある耐震性
貯水槽（100ｔ水槽）の遮断弁及び給水室の
目視点検及び清掃を行う。

耐震性貯水槽の維持管
理

補修用材料の購入 水害等発生した場合に作成する土のう用の
川砂（20m3）を購入する。

庁用器具の購入 災害時等に必要となる器具を購入する。
　　かまどセット・ガスパワー発電機・組み立
　　て式汲み取り式トイレ・リヤカー等

耐震性貯水槽タンク維持
点検工事

寒川小学校にある耐震性貯水槽（100ｔ水
槽）のタンク内の目視点検及び清掃を行う。

20地震災害警戒本部員報
酬

各種災害に備え、備蓄品等を購入する。
　　クラッカー・水中ポンプ・ガスボンベ・ガソ
　　リン・多機能ラジオ・コードリール・赤色
　　誘導棒・便袋・大人用おむつ・簡易更衣
　　室・ペット用ゲージ・防水シート・カッパ・
　　軍手・革手袋・ヘルメット・三角巾・土の
　　う袋・避難所用間仕切り・簡易トイレ等

災害時用医薬材料等の
購入

各種災害に備え、医薬材料等を購入する。
　　多人数用救急箱（50人用）等

事業名
（地方創生先行型）

（第2次実施計画）

子育て世帯防災安心対策事業

防災資機材等充実事業

480
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